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平成２８年度「児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査」 

（宮城県分）の結果（確定値）について 

◇文部科学省「児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査」結果（確定値）による 

〔平成30年2月23日公表〕 
 
１ 調査の趣旨 

児童生徒の問題行動等について，全国の状況を調査・分析することにより，教育現場における生徒指導
上の取組のより一層の充実に資するとともに，本調査を通じて，実態把握を行うことにより，児童生徒の
問題行動等の未然防止，早期発見・早期対応につなげていくものとする。 
 

２ 調査対象期間 
 平成２８年４月１日から平成２９年３月３１日まで 

 
３ 調査対象（平成２８年５月１日現在） 
○ 国公私立小・中学校・高等学校・特別支援学校及び中等教育学校在籍児童生徒（仙台市含む） 
・ 小学校399校(児童数118,203人) 
・ 中学校215校(生徒数63,405人) 
・ 高等学校106校(生徒数63,415人) 
・ 特別支援学校25校(児童生徒数2,528人)※いじめのみ 

 
４ 調査結果の概要  
（１） 暴力行為 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

① 発生件数・発生学校数・加害児童生徒数 
校種 

 
種別 

小学校 中学校 高等学校 

H28 H27 
前年度 
比較 

H28 H27 
前年度 
比較 

H28 H27 
前年度 
比較 

発生件数(件) 443 387 +56 626 582 +44 157 129 +28 

発生学校数(校) 84 83 +1 125 111 +14 47 56 -9 

加害児童生徒数(人) 316 254 +62 586 644 -58 148 139 +9 

 
② 形態別発生状況 

校種 
 
種別 

小学校 中学校 高等学校 

H28 H27 
前年度 
比較 

H28 H27 
前年度 
比較 

H28 H27 
前年度 
比較 

対教師暴力(件) 111 140 -29 57 59 -2 11 5 +6 

生徒間暴力(件) 269 219 +50 418 361 +57 82 83 -1 

対人暴力(件) 1 2 -1 15 19 -4 5 5 ±0 

器物損壊(件) 62 26 +36 136 143 -7 59 36 +23 

計 443 387 +56 626 582 +44 157 129 +28 

 

 

 

 

 

 

 

○ 小・中・高等学校における，暴力行為の発生件数は1,226件（全国59,444件）であり，児童生徒 

1,000人当たりの発生件数は5.0件（全国4.4件）である。 

○ 小学校は，発生件数，発生学校数，加害児童数ともに増加している。また，生徒間暴力，器物

損壊は増加したが，対教師暴力は減少傾向にある。 

○ 中学校は，加害生徒数が減少したものの，発生件数，発生学校数は増加している。特に，生徒

間暴力が大きく増加している。 

○ 高等学校は，器物損壊の増加により，発生件数が増加している。 
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（２）いじめ 

  ① いじめ認知件数・解消率・認知校数 

 

 

 

 

 

 

 

 

         校種 

種別 

小学校      校種 

種別 

中学校 

H28 H27 前年度比較 H28 H27 前年度比較 

認知件数（件） 15,840 14,613 +1,227 認知件数（件） 3,161 2,782 +379 

解消率（％） 93.6 99.6 -6.0 解消率（％） 92.8 98.7 -5.9 

認知校数（校） 307 285 +22 認知校数（校） 182 176 +6 

 

         校種 

種別 

高等学校      校種 

種別 

特別支援学校 

H28 H27 前年度比較 H28 H27 前年度比較 

認知件数（件） 280 303 -23 認知件数（件） 7 10 -3 

解消率（％） 84.6 95.4 -10.8 解消率（％） 85.7 100 -14.3 

認知校数（校） 74 73 +1 認知校数（校） 5 5 ±0 

 

② いじめの態様 

 

 

 

 

 

 

〈小学校〉                                 （複数回答 上位５件） 

 種 別 
H28 H27 前年度比較 

（件） （％） （件） （％） （件） ﾎﾟｲﾝﾄ 

1 冷やかしやからかい等 9,370 59.2 8,848 60.5 +522 -1.3 

2 軽くぶつかられたり，叩かれたり等 4,870 30.7 4,559 31.2 +311 -0.5 

3 仲間はずれ，集団による無視 3,117 19.7 3,448 23.6 -331 -3.9 

4 金品をかくされたり壊されたり等 1,678 10.6 1,615 11.1 +63 -0.5 

5 嫌なことや恥ずかしいこと等 1,554 9.8 1,291  8.6 +263 +1.2 

   〈中学校〉                                 （複数回答 上位５件） 

 種 別 
H28 H27 前年度比較 

（件） （％） （件） （％） （件） ﾎﾟｲﾝﾄ 

1 冷やかしやからかい等 2,199 69.6 2,017 72.5 +182 -2.9 

2 仲間はずれ，集団による無視 551 17.4   502 18.0 +49 -0.6 

3 軽くぶつかられたり，叩かれたり等 491 15.5 478 17.2 +13 -1.7 

4 パソコンや携帯電話等で誹謗中傷 225 7.1 154 5.6 +71 +1.5 

5 金品をかくされたり壊されたり等 157 5.0 114 4.1 +43 +0.9 

  〈高等学校〉                                （複数回答 上位４件） 

 種 別 
H28 H27 前年度比較 

（件） （％） （件） （％） （件） ﾎﾟｲﾝﾄ 

1 冷やかしやからかい等 167 59.6 188 62.0 -21 -2.4 

2 パソコンや携帯電話等で誹謗中傷 37 13.2  38 12.5 -1 +0.7 

3 軽くぶつかられたり，叩かれたり等 30 10.7  32 10.6 -2 +0.1 

4 仲間はずれ，集団による無視 25 8.9  35 11.6 -10 -2.7 

  〈特別支援学校〉                              （複数回答 上位２件） 

 種 別 
H28 H27 前年度比較 

（件） （％） （件） （％） （件） ﾎﾟｲﾝﾄ 

1 軽くぶつかられたり，叩かれたり等 3 42.9 3 30.0 ±0 +12.9 

2 
冷やかしやからかい等 2 28.6 8 80.0 -6 -51.4 

金品をかくされたり壊されたり等 2 28.6 0 0 ±0 +28.6 

○ 小・中・高等学校及び特別支援学校におけるいじめの認知件数は19,288件（全国323,143件）と前年
度より1,580件増加しており，児童生徒1,000人当たりの認知件数は77.9件（全国23.8件）である。 

○ 認知件数は，小・中学校において増加しており，認知校数は，小・中・高等学校で増加傾向にある。 
○ 全ての校種で，都市部と郡部，沿岸部と内陸部等の地域的な特徴は認められない。 
○ 全ての校種で解消率が低下している。 

○ 小・中・高等学校では，「冷やかしやからかい等」が最も多い。次いで小学校では「軽くぶつか

られたり，叩かれたり等」，中学校では「仲間はずれ，集団による無視」，高等学校では「パソコ

ンや携帯電話等で誹謗中傷」が多かった。特別支援学校では，「軽くぶつかられたり，叩かれたり

等」が多い。 
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（３） 小・中学校の長期欠席（不登校等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※不登校出現率：在籍児童生徒数に対する不登校児童生徒数の割合 

※再登校率：不登校児童生徒数に対する年度内に学校に登校できるようになった児童生徒の割合 

 ① 理由別長期欠席者数              

〈小学校〉                                                          （人） 

区分 

 
 

在籍 
児童数 

 
① 

理由別長期欠席者数 

長期欠席 
総数 

 
 

不登校 

出現率 

（％） 

④÷① 

再登校率 

（％） 

 

 
 
 

病気 
 
② 

 
 
 

経済的 
理由 
③ 

 
 
 

不登校 
 
④ 

 

 
その他 

 
⑤ 

う うち， 

不登校の 

要因を 

含む 

H28 118,203  433  0  611  193  65  1,237  0.52  40.3  

H27 119,806  360  0  564  114  25  1,038  0.47  28.0  

前年度比較 -1,603  +73  ±0  +47  +79  +40  +199  +0.05  +12.3  

 

〈中学校〉                             （人） 

区分 
 
 

在籍 
生徒数 

 
① 

理由別長期欠席者数 

長期欠席 
総数 

 
 

不登校 

出現率 

（％） 

④÷① 

再登校率 

（％） 

 

 
 
 

病気 
 
② 

 
 
 
経済的 
理由 
③ 

 
 
 

不登校 
 
④ 

 

 
その他 

 
⑤ 

う うち， 

不登校の 

要因を 

含む 

H28 63,405  321  0  2,584  116  49  3,021  4.08  32.3  

H27 64,320  323  0  2,269  115  46  2,707  3.53  29.8  

前年度比較 -915  -2  ±0  +315  +1  +3  +314  +0.55  +2.5  

 

② 不登校の内訳  （人） 

区分 
不登校 

児童生徒

数 

内             訳 

欠席日数30～89日の者 
欠席日数90日以上で 

出席日数11日以上の者 

欠席日数90日以上で 

出席日数1～10日の者 

欠席日数90日以上で 

出席日数0日の者 

小学校 611 350 57.3% 232 38.0% 23 3.8% 6 1.0% 

中学校 2,584 1,074 41.6% 1,245 48.2% 175 6.8% 90 3.5% 

合 計 3,195 1,424 44.6% 1,477 46.2% 198 6.2% 96 3.0% 

 

③ 不登校の要因                              （人） 

本人に係る要因 小学校 中学校 

「不安」の傾向がある 196 686 

「無気力」の傾向がある 161 691 

「学校における人間関係」に課題を抱えている 95 632 

「あそび・非行」の傾向がある 3 67 

「その他」（理由がはっきりしない等） 156 508 

     合         計 611 2,584 

○ 不登校出現率は，小学校0.52％（全国0.47％），中学校4.08％（全国3.01％）となり，依然とし
て高水準で推移している。1,000人当たりの不登校児童生徒数は，17.6人（全国13.5人）である。 

○ 不登校児童生徒の中で，90日以上の欠席者の割合は55.4％（全国57.9%）である。 
○ 出席日数0日の児童生徒は，不登校児童生徒の3.0％（全国 3.7％）である。 
○ 再登校率は，小学校が40.3%(全国29.6%)，中学校が32.3％（全国27.8%）であり，小・中学校と
もに全国より高い。 

○ 小・中学校で，都市部と郡部，沿岸部と内陸部等の地域的な特徴は認められない。 
○ 不登校の要因を「本人に係る要因」で見ると,小学校は，「『不安』の傾向がある」が，中学校
は「『無気力』の傾向がある」が最も多かった。 
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（４）高等学校の不登校・中途退学 

 

 

 

 

 

① 不登校 
〈在籍学校数・不登校生徒数・不登校出現率・再登校率〉  〈不登校の要因〉                        （人） 

校種  

種別 
高等学校  

本人に係る要因 
高等 

学校 H28 H27 前年度比較 

在籍学校数（校） 99  98     +1  「無気力」の傾向がある 552 

不登校生徒数(人) 1,312 1,353 -41 「不安」の傾向がある 320 

不登校出現率（％） 2.13 2.19 -0.06 「学校における人間関係」に課題を抱えている 205 

再登校率 

 （％） 

県 27.9 33.9 -6.0 「あそび・非行」の傾向がある 99 

全国 35.9 39.2 -3.3 「その他」（理由がはっきりしない等） 136 

② 中途退学 
〈中途退学者数及び中途退学率〉                    〈事由別中途退学者数の構成比〉 

                                                                                                                                                               

 

 

 

 

 

５ 県教委としての対応 

暴力行為については，一部の地域や学校で増加が見られることから，学校を支援する心のケア支援員やスク

ールサポーター等のより効果的な活用を推進していく。 

いじめの認知件数については，各学校で積極的な認知に努め，これまでと同様に全国と比較して高い水準に

ある。いじめの解消率が低下していることから，今後も日常的に注意深く観察を継続し，いじめの解消に向け

早い段階で児童生徒や保護者が解決したと実感できる取組を進めていくとともに，「行きたくなる学校づくり」

を更に推進していかねばならない。 

また，依然として不登校児童生徒の出現率が高い状況となっている。そのような中で，全国に比べ，不登校

児童生徒の再登校率は高く，特に「みやぎ子どもの心のケアハウス」を設置している市町での再登校率が高く

なっていることから，不登校児童生徒と保護者の支援に向けて，本事業の拡充に努めていく。 

  今回の調査結果を踏まえて，市町村教育委員会やＰＴＡ，保健福祉部局等と連携し，以下のような取組を一

層推進する。 

（１）各学校における組織的な対応の推進 

・ 校長会議や研修会等における現状認識と組織的対応の改善 

（２）学校を外から支援する体制の強化 

・ 初期段階の的確なアセスメント（見立て）への専門家の活用及び関係機関との連携 

（スクールカウンセラー,スクールソーシャルワーカー, 児童生徒の心のサポート班，保健福祉部局等） 

・ 児童生徒一人一人の背景等を把握した個別のケア（支援計画等活用）の推進 

・ 「みやぎ子どもの心のケアハウス運営支援事業」の拡充 

（３）行きたくなる学校づくり 

・ 「子供の声を聴き，ほめ，認める授業づくり」「子供が互いに認め合う学級づくり」 

・ 家庭や地域と連携し，自己有用感を高める「志教育」の一層の推進 

（４）幼保・小・中・高の更なる連携強化 
  ・ 申し送り個票等を活用した，接続期の確実な引継（幼児，児童生徒） 

・  校種を越えた平時からの情報交換の実施 
 

 

 
高等学校 

H28 H27 前年度比較 

1 進路変更 32.0 28.4 ＋3.6 

2 学校生活・学業不適応 29.6 36.2 －6.6 

 高等学校 

H28 H27 前年度比較 

中途退学者(人) 1,105 1,040  +65 

中途退学率(％)   1.7   1.6 +0.1 

○ 高等学校の不登校出現率は2.13％（全国 1.46％）であり，不登校の要因は「『無気力』の傾向が

ある」等が多い。 

○ 高等学校の中途退学率は1.7％（全国 1.4％）であり，中途退学の事由は「進路変更」が最も多く，

次いで「学校生活・学業不適応」が多い。 

○  

 

○  


